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検討会議における主な意見について

学識経験者

沿岸市町村長

海岸利用者



九十九里浜侵食対策検討会議における各委員の発言要旨とその対応(1)

ヘッドランド

・ヘッドランド整備による影響の確認が必要

・北九十九里のヘッドランドの早期完成

→ヘッドランド９，１１号の縦提の早期完成を図る。

→モニタリング調査（汀線・深浅測量、底生生物調査、地盤沈下量把握）を
実施。

離岸堤

→離岸堤整備の場合は、配置・規模を詳細に検討。

・離岸堤整備による海岸利用の制限



九十九里浜侵食対策検討会議における各委員の発言要旨とその対応(2)

養浜
・北九十九里の離岸堤背後の堆積土砂を利用
・北九十九里の砂浜が無い海岸への対応

→離岸堤の天端嵩下げを実施し、自然の潮流を利用して下手側に沿岸
漂砂量を増量させる。

→堆積土砂量を把握し、系内の砂で養浜。

・漁港周辺の堆積土砂の利用

地盤沈下
・地盤沈下量の把握

→モニタリング調査（地盤沈下量把握）を実施。


